
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕様書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6 年度 情報システムセンター建家停電時
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1. 件名 

令和 6年度 情報システムセンター建家停電時の給電作業及び電気設備定期点検作業 

 

2. 概要および目的 

情報システムセンター建家(計算センター)101号室に J-PARCセンターの管理するネットワーク(以

下、JLAN)機器等がある。これら JLAN 機器は、大強度陽子加速器施設及び J-PARCセンター関連建家

内でのネットワーク利用のみならず、外部からのネットワークアクセス、いばらき量子ビーム研究セ

ンター等での内線網の利用に供している。これらの利用を情報システムセンター建家計画停電時に供

するため、仮設発電設備システムを準備し、JLAN機器及び JLAN機器の熱を冷却するための空調機(以

下、空調機)へ給電する。 

JLAN 機器及び空調機は情報システムセンター101 号室設置分電盤から受電している。JLAN を安定

して運用させるため、電気工作物保安規定に基づき、JLAN機器及び空調機の給電に使用している 101

号室設置分電盤等の定期点検作業を情報システムセンター建家計画停電時に実施する。 

本仕様書は情報システムセンター建家停電時における JLANを安定して運用するための給電作業及

び JLAN機器及び空調機の給電に使用している 101号室関連電気設備定期点検作業について定めたも

のである。 

 

3. 作業場所 

〒319-1195  茨城県那珂郡東海村大字白方 2 番地 4 
日本原子力研究開発機構 原子力科学研究所内 情報システムセンター建家（計算センター） 
 

4. 作業工期 

(1). 情報システムセンター建家停電時の給電作業 

以下を JLAN 機器及び空調機への給電日とする。 

a. 情報システムセンター建家停電時の給電作業（第 1回） 

令和 6年 7月 20日(土) ～  7月 21日(日) 7:00-18:00 

(雨天時停電の延期に伴う予備日は 7月 27日(土)、28日(日)とする) 

b. 情報システムセンター建家停電時の給電作業（第 2回） 

予定 令和 6年 9月 7日(土) ～ 9月 8日(日) 8:00-16:00 

予定 (雨天時停電の延期に伴う予備日は 8月 24日(土)、25日(日)とする) 

(2). 情報システムセンター101号室関連電気設備定期点検作業 

以下を情報システムセンター建家 101 号室関連電気設備への定期点検日とする。詳細について

は当機構と調整の上決定する。 

予定 令和 6年 7月 21日(日) 

(3). 補足 

a. 雨天時停電の延期に伴う定期点検作業の延期の場合は日程も予備日にスライドする。 

b. 仮設発電設備システムは給電日前日に設置すること。仮設発電設備システムは給電終了日

の翌平日に撤去すること。 

c. 上記時間はいずれも予定時間であり、停電時間延長時には給電時間が延びる場合がある。 

d. 上記情報システムセンター建家停電時の給電作業（第 2 回）の実施日及び予備日はいずれ

も予定日であり、停電計画の変更によって別日となる場合がある。 

e. 情報システムセンター建家停電時の給電作業（第 1 回）の別紙を 1-○とし、情報システム

センター建家停電時の給電作業（第 2回）の別紙を 2-○とする。 
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5. 作業内容 

(1). 準備作業（各停電作業毎） 

a. 打合せ 

各停電作業前に情報システムセンター建家にて事前打合せを行うこと。 

b. 給電作業前資料の提出 

統括責任者届、作業工程表、従事者名簿、委任又は下請届を契約後速やかに提出すること。 

c. 仮設発電機点検書の提出 

仮設発電機の仮設発電点検書を各給電作業前に提出すること。 

(2). 情報システムセンター建家停電時の給電作業（各給電作業毎） 

a. 対象建家 

情報システムセンター建家 

b. 作業項目 

① 仮設発電設備システムの搬入・搬出、設置・撤去及び電源ケーブルの敷設・据付・

撤去 

② 仮設発電設備システムの運転及び運転状態の監視 

③ 仮設発電設備システム復旧及び設置場所の原状回復 

c. 仮設発電設備システム仕様 

仮設発電設備システムは仮設発電設備システム1と仮設発電設備システム2から構成し、

仮設発電機1と仮設発電機2は分離型、一体型を問わない。 

① 仮設発電設備システム1 (JLAN機器用) 

80ｋVAの容量で単相200V/100Vが切替可能な仮設発電機及び仮設分電盤(必要に応じ

て仮設変圧器等)を用意し、仮設電源端子盤1までの接続を行うこと。 

② 仮設発電設備システム2 (空調機用) 

37ｋVAの容量で三相200Vの仮設発電機及び仮設分電盤を用意し、仮設電源端子盤2ま

での接続を行うこと。 

d. 作業実施に当たっての注意事項 

作業実施に当たっては、当機構(情報システムセクション、工務第2課)と仮設発電設備シ

ステムの運転に関する申し合わせ書を取り交わすものとする。 

① 仮設発電機のマフラーに面する床に引火物となるカーボンや枯れ葉等が無いことを

事前に写真等を撮影して確認をしておくこと。 

② 仮設発電機のドレンホースが確実に接続されており、ドレンホースがマフラーから

離れているか目視にて確認すること。 

③ 設置する仮設発電機は、定期的に仮設発電機の負荷試験を実施して排気温度を上昇

させ、排気管内部等のカーボン燃焼除去を行うこと。 

④ 設置する仮設発電機は、定期的に仮設発電機マフラー内カーボンの蓄積状況の点検

を行うこと。 

⑤ 設置する仮設発電機の周囲 1m 以内の除草を行い、枯れ葉等を除去すること。 

⑥ 使用する仮設発電機の年次定期点検及び直近の点検を実施した確認書の写しを提出

すること。 

⑦ 給電日の前日に仮設発電設備システムを所定の場所(第1回：別紙1-1「情報システム

センター仮設発電設備配置図」、第2回：別紙2-1「情報システムセンター仮設発電設

備配置図」)に設置し、コーン等で仮設発電設備システムを囲み、仮置き表示を取り

付け、項①、項②の目視確認を当機構担当者立会いで再度実施すること。また、仮

設電源端子盤まで電源ケーブル(当機構用意キャプタイヤケーブル(38sq-3C加工済)
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10m×2本、同5m×4本、入札前に確認可能)を敷設・据付し、試運転を実施すること。

当機構が用意しているキャプタイヤケーブル以外のケーブルが必要な場合は受注者

側で全て用意すること。仮設発電設備システム設置を関係者に周知するため、仮設

発電設備システムの搬入・搬出予定日時は遅くとも搬入日1週間前までに当機構担当

者へ連絡するとともに、搬入・搬出に支障を来す事態が生じた場合も当機構担当者

に速やかに状況と見通しを連絡すること。仮設発電設備システムの据付・撤去時に

通行する車及び人への安全誘導を実施すること。 

⑧ 消火器を用意・設置すること。 

⑨ 仮設発電機関連提出書類において不備がある場合は速やかに書類を再提出すること。

また、仮設発電機の試運転において不備がある場合は、オンサイト修理、または、

代替機を用意し搬入、設置及び故障機の撤去・搬出のいずれかの対応をすることを

当機構担当者に説明し、速やかに説明した対応を実施すること。なお、オンサイト

修理した場合は仮設発電機の提供業者による点検実施及びその報告書の提出を受け、

当機構担当者による確認を受けた後、ケーブルの敷設・据付を必要に応じて実施し、

試運転を実施すること。代替機を搬入、設置した場合はケーブルの敷設・据付及び

試運転を実施すること。 

⑩ 給電日に仮設発電設備システムを運転し、安定した電力を供給すること。また、給

電時間帯に仮設発電設備システムの運転状態等を監視すること。なお、商用電源か

ら仮設発電設備システムへの給電切り替え及びその逆の切り替えはUPSからの給電

能力を考慮し、5分以内にそれぞれの切り替え作業(当機構側作業を含む)を終了する

こと。 

⑪ 給電作業中は最低1名以上が立ち合い、万が一の事態が発生した場合には 当機構担

当者と協力して対応を行うこと。 

⑫ 燃料補給は必ずエンジンを停止してから行うこと。 

⑬ 給電終了後、仮設発電設備システムを撤去・搬出すること。その撤去・搬出作業は

給電終了日翌日以降とすること。また当機構用意キャプタイヤケーブルを使用した

場合は付着した土、埃等を払い、当機構担当者が指定する保管場所(情報システムセ

ンター建家101号室)に戻すこと。 

(3). 情報システムセンター101号室関連電気設備定期点検作業 

a. 対象設備 

別紙1-2の「図1．情報システムセンター建家101号室関連電源系統図」に設置されている

101号室分電盤(1)～(3)、101号室第8系統空調機電源盤(1)～(2)、101号室第5系統空調機

電源盤、切替盤2、第3電気室に設置されている切替盤0、切替盤1、出力開閉機器及び別

紙1-2の太線で示す電路を対象設備とする。 

b. 定期点検作業 

当機構担当者から対象設備の盤内 MCCBがすべて開であり、対象設備配下のコンセントから

プラグが抜かれた状態である旨の連絡を受けた後、対象設備が通電状態でないことを検電

器により確認し、目視・手触点検作業、絶縁抵抗測定作業を実施すること。目視・手触点

検作業前に第 3電気室設備の無停電電源装置(2台)の停止を確認し、切替盤 1への電路及び

101 号室分電盤(2)への電路の電源ケーブルを無停電電源装置の接続端子から取り外し、目

視・手触点検終了後、同無停電電源装置の接続端子に電源ケーブルを元の通りに取り付け、

復旧を確認すること。実施時間帯については当機構担当者と調整すること。なお、作業は

定められた手順で行い、かつ意図しない変更作業が行われない品質保証体制で臨むこと。 

① 目視・手触点検作業 
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対象設備の盤を開き、対象設備損傷、変色、腐食、発錆、端子のゆるみ、過熱、回路

表示について点検すること。また、目視・手触点検にて端子のゆるみが確認出来た場

合、端子の増し締めを行う事。増し締めにより目視点検用のマークにずれが生じた場

合、新たに端子部に合いマークを施すこと。点検結果は別紙 1-3 の「分電盤チェック

リスト」に記入すること。盤内の MCCBは、目視・手触点検作業後もすべて開の状態の

ままとすること。 

② 絶縁抵抗測定作業 

対象設備の盤内（MCCB の 1 次側、2 次側）及び負荷側の絶縁抵抗を測定対象とするこ

と。絶縁抵抗の測定電圧は 100V 電路が 125V、200V 電路が 250Vとし、メガー測定する 

こと。 

6. 貸与品、支給品等 

(1). 貸与品 

a. キャプタイヤケーブル(38sq-3C 加工済)10m×2 本、同 5m×4 本（必要に応じて） 
 

7. 適用法規・規則等 

本契約の作業などにあたっては、以下の法令等を必要に応じて適用とする 
(1). 労働基準法 

(2). 労働安全衛生法 

(3). 日本産業規格（JIS） 

(4). 日本電機工業会規格（JEM） 

(5). 電気規格調査会標準規格（JEC） 

(6). Ｊ-ＰＡＲＣセンター電気工作物保安規定 

(7). 原子力科学研究所電気工作物保安規定および規則 

(8). 原子力科学研究所及び J-PARC 内諸規定 

(9). その他、関連諸法令、基準 

 

8. 提出書類 *1 *2 

資料名称    資料媒体 部数 提出時期 

(1). 統括責任者届   紙 1部 契約後、速やかに 

(2). 作業工程表   紙 1部 契約後、速やかに 

(3). 従事者名簿   紙   1部 契約後、速やかに 

(4). 委任または下請負届  紙 1部 契約後、速やかに 

(5). 仮設発電機点検書 

a. 年次定期点検書の写し  紙  1部 各停電作業の仮設発電機設置当日まで 

b. 直近の点検書の写し  紙 1部 各停電作業の仮設発電機設置当日まで 

c. マフラー内カーボン除去確認書の写し 

紙 1部 各停電作業の仮設発電機設置当日まで 

d. マフラー床面及びドレンホース位置確認書 

紙 1部 仮設発電機設置当日まで 

(6). 作業報告書   紙 1部 作業終了後、速やかに 

(7). 定期点検実施報告書  紙 3部 作業終了後、速やかに *3 

(8). その他の書類   紙 1部  必要に応じて、速やかに *4 

 

*1 文書・図表などの表現が稚拙ではなく、簡潔・平易な日本語で記載すること。 
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*2 提出書類に関して当機構の書式が存在する場合は、その書式に準じた書類を提出すること。 

*3 定期点検実施報告書に分電盤チェックリストを記載すること。 

*4 その他の書類については、当機構担当者と受注者でその都度協議し取り決める。 

(提出場所) 

JAEA 原子力科学研究所 情報システムセンター建家 

 

9. 納期 

令和 6年 10月 31日 

 

10. 検収条件 

「5． 作業内容」の実施確認、「8. 提出書類」の確認並びに当機構が仕様書の定める業務が実施さ

れたと認めた時を以て、業務完了とする。 

 
11. 協議 

本仕様書に関してあるいは、記載の事項及び記載のない事項について疑義が発生した場合は、当機

構及び受注者双方の協議の上対処するものとする。 
 

12. 守秘義務 

受注者は業務を実施することにより取得した当該業務及び作業に関する各データ、技術情報、成果

その他のすべての資料及び情報を当機構の施設外に持ち出して発表もしくは公表し、または特定の第

三者に対価をうけ、もしくは無償で提供することはできない。ただし、あらかじめ書面により当機構

の承認を受けた場合はこの限りではない。 
 

13. グリーン購入法の推進 

(1). 本契約において、グリーン購入法（国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律）に適

用する環境物品（事務用品、ＯＡ機器等）が発生する場合は、これを採用するものとする。 

(2). 本仕様に定める提出図書（納入印刷物）については、グリーン購入法の基本方針に定める「紙

類」の基準を満たしたものであること。 

 

14. 検査員及び監督員 

検査員 

(1)一般検査 管財担当課長 

 

監督員 

(1) 現場確認 J-PARCセンター情報システムセクション セクション員 

 

15. 特記事項 

(1). 作業当日は原子力科学研究所全域または情報システムセンター建家周辺が停電であるので、

本作業に必要な機器等は、受注者が準備すること。 

(2). 点検の結果、異常等が発生した時には、速やかに当機構担当者に連絡すること。 

(3). 点検終了後は、本作業のために実施した仮処置の復旧を行い、停電復帰後の安全確保に努め

ること。 

(4). 無停電電源装置内の電源ケーブルの取り外しのために行うネジの取り外し及び取り付けは、

電動工具を用いず、手動で行うこと。 
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(5). 本作業の実施に当たっては、当機構担当者と操作手順等の打合せを十分に行い、安全確保に

努めること。 

(6). 当該作業において、当機構の物品を毀損しないこと。毀損した場合は、当機構担当者に直ち

に報告するとともに、受注者の責任において速やかに修理すること。 

(7). 本仕様書に記載されていない事項でも技術上必要と認められる項目については、受注者の責

任において実施すること。 

(8). この仕様書に定めるもののほか、関係法令及び当機構規程等(工事・作業安全マニュアルを

含む)に従うとともに受注者の責任において、作業の安全を確保するための必要な措置を講ず

ること。 

(9). 受注者は、当機構が原子力の研究・開発を行う機関であるため、高い技術力及び高い信頼性

を社会に求められていることを認識し、当機構の規程等を遵守するとともに安全性に配慮し

業務を遂行し得る能力を有する者を従事させること。 

(10). 当機構内への入退域及び物品、車両等の搬出入に当たっては、当機構所定の手続きを遵守する

こと。 
(11). 受注者は異常事態等が発生した場合、当機構の指示に従い行動するものとする。また、契約に

基づく作業等を起因として異常事態等が発生した場合、受注者がその原因分析や対策検討を行

い、主体的に改善するとともに、受注者による原因分析や対策検討の結果について当機構の確

認を受けること。 
(12). 受注者は、従事者に関して労基法、労安法その他法令上の責任並びに従事者の規律秩序及び風

紀の維持に関する責任を全て負うとともに、これらコンプライアンスに関する必要な社内教育

を事前に行うものとする。 
(13). 受注者は、善管注意義務を有する貸与品及び支給品のみならず、実施場所にある他の物品につ

いても、必要なく触れたり、正当な理由なく持ち出したりしないこと。 
(14). 受注者は機構が原子力の研究・開発を行う機関であるため、高い技術力及び高い信頼性を社会

的にもとめられていることを認識し、機構の関係法令及び規定等を遵守し安全性に配慮し業務

を遂行しうる能力を有する者を従事させること。 
(15). 受注者は機構が伝染性の疾病（新型インフルエンザ等）に対する対策を目的として行動計画等

の対処方針を定めた場合は、これに協力するものとする。 
(16). 受注者は、本仕様書の各項目に従わないことにより生じた、機構の損害及びその他の損害につ

いてすべての責任を負うものとする。 
                                             ―以上― 



情報システムセンター
建家

情報システムセンター仮設発電設備配置図

情報システムセンター機械棟

正面玄関

第2電気室 第3電気室

第1電気室

低圧単相盤

低圧三相盤

101-103号室

切替盤1

無停電電源装置20kVA
[ JLAN UPS2 ]

切替盤2

別紙1‐1 

操作範囲と区画

仮設電源端子盤2

仮設電源端子盤1

仮設発電設備ｼｽﾃﾑ1(80kVA)

仮設発電設備ｼｽﾃﾑ2(37kVA)

無停電電源装置21kVA
[ JLAN UPS1 ]

仮設分電盤2

仮設分電盤1

切替盤0
計算機盤Ⅲ

第8系統空調機電源盤(1)

第8系統空調機電源盤(2)

第5系統空調機電源盤

101室分電盤(2)
101室分電盤(1)

201室分電盤(1)

101室分電盤(3)

切替盤配下
新規追加分電盤
(UPS用分電盤)

出力開閉器盤

工務第２課

契約業者

情報システム
セクション

消火器

発電区画



第1電気室
高圧分岐盤

       可搬型  125A
仮設発電設備システム2

3φ 200V
37kVA

第三電気室東側
の隣接道路

無停電電源装置 
[JLAN UPS2] 

1φ　2W　200-100V
容量：21kVA 

第8系統A 101号室空調機
ELCB　3P　50AF/40AT

第8系統C 101号室空調機
ELCB　3P　50AF/30AT

第5系統A
ELCB　3P　50AF/30AT

第5系統C
ELCB　3P　50AF/30AT

第5系統F
ELCB　3P　50AF/30AT

第5系統B
ELCB　3P　50AF/30AT

第5系統D
ELCB　3P　50AF/30AT

 M  主幹　MCCB 3P 225AF/200AT

 M  主幹　MCCB 3P 225AF/150AT

 ②　 MCCB 2P 50AF/30AT

 ②　 MCCB 2P 50AF/20AT

 ④   MCCB 2P 50AF/20AT

 ⑥   MCCB 2P 50AF/20AT

 ⑧   MCCB 2P 50AF/20AT

 ⑩   MCCB 2P 50AF/20AT

 ⑫   MCCB 2P 50AF/20AT

 ⑭   MCCB 2P 50AF/20AT

MCCB 2P 50AF/30AT 　①

MCCB 2P 50AF/20AF 　①

MCCB 2P 50AF/20AF 　③

MCCB 2P 50AF/20AT 　⑤

MCCB 2P 50AF/20AF 　⑦

MCCB 2P 50AF/20AF 　⑨

MCCB 2P 50AF/20AT 　⑪

MCCB 2P 50AF/20AF 　⑬

MCCB 2P 50AF/20AT×10
　　　　 ①②③⑨のみ給電

 ②　 MCCB 2P 50AF/20AT

 ⑥   MCCB 2P 50AF/20AT

 ⑧   MCCB 2P 50AF/20AT

 ⑩   MCCB 2P 50AF/20AT

 ⑫   MCCB 2P 50AF/20AT

 ⑭   MCCB 2P 50AF/20AT

MCCB 2P 50AF/20AF 　①

MCCB 2P 50AF/20AF 　③

MCCB 2P 50AF/20AT 　⑤

MCCB 2P 50AF/20AF 　⑦

MCCB 2P 50AF/20AF 　⑨

MCCB 2P 50AF/20AT 　⑪

MCCB 2P 50AF/20AF 　⑬

 ⑱　 MCCB 2P 50AF/20AT

 ⑯　 MCCB 2P 50AF/15AT

(

）

(

）

(

）

幹線
No.

負荷名称 遮断器定格
幹線
No.

負荷名称 遮断器定格

A コード特研(L-1,L-2) MCCB 3P 150ATA コード特研(L-1,L-2) MCCB 3P 150AT

B 電気室(L-3) MCCB 3P   50ATB 電気室(L-3) MCCB 3P   50AT

C RIST電源 MCCP 3P 225ATC RIST電源 MCCP 3P 225AT

D 予備 MCCP 3P 100ATD 予備 MCCP 3P 100AT

E 予備 MCCP 3P 100ATE 予備 MCCP 3P 100AT

・・・・・・

L 101室計算機用分電盤2 MCCB 3P 250AF/200ATL 101室計算機用分電盤2 MCCB 3P 250AF/200AT

幹線
No.

負荷名称 遮断機定格

2 101号室第8系統空調機盤 MCCB 3P 400AF/400AT

・・・

10 101号室第5系統空調機盤 MCCB 3P 200AF/200AT

DS
F61-7-02

VCB
F61-7-09

低
圧
単
相
盤

低
圧
三
相
盤
（１
）

Tr3φ
200KVA
6600V/210V

VCB
F61-7-06

VCB
F61-7-10

Tr3φ
750KVA
6600V/210V

Tr1φ
100KVA
6600V/210V-105V

AA

ET

ET

ED

E-IV38sq

(3φ3W200V)CVT250sq

第11系統
ELCB　3P　50AF/40AT

18号室空調機
ELCB　2P　50AF/20AT

CV250sq-3C

EM-IE22sq×3

CV250sq-3C

切替盤2 (101室)

(機械連動)

WL WL

商用(Co) 非常(Eg)

Tr F TrF

MCCB　3P
　100AF/100AT

MCCB　3P
　125AF/100AT

(3φ200V)
EM-IE22sp

ET

3P　100A

G
G

      可搬型    265A
仮設発電設備システム1

1φ 200V/100V
80kVA

第8系統B
ELCB　3P　50AF/40AT

17号室空調機
ELCB　2P　50AF/20AT

101号室分電盤(2)

切替盤1 (第3電気室)

(機械連動)

WL WL

商用(Co) 非常用(Eg)

Tr F TrF

MCCB　3P
　250AF/200AT

第3電気室

MCCB　3P
　250AF/200AT

EM-CED38sp

EM-CET38sq,EM-IE5 .5sq

EM-CET38sq

EM-CET100sq,E-IE14sq

TB 3P 200A

ET

CVT-60sq-3c

仮設電源端子盤2

(

）

DS
F61-7-02

VCB
F61-7-09

Tr1φ
100KVA
6600V/210V

第3電気室
高圧分岐盤

計
算
機
盤
Ⅲ

切替盤0 (第3電気室)

(機械連動)

WL WL

商用(Co) 非常(Eg)

Tr F TrF

MCCB　3P　
225AF/200AT

MCCB　3P
　225AF/200AT

第3電気室

仮設電源端子盤0

3P 200V

201号室分電盤(1)

101号室分電盤(1)

出力開閉器盤
①MCCB2 (予備JLAN UPS1)

3P 125AF/100AT

仮設電源端子盤1

情報システムセンター
仮設電源系統図

101号室
第8系統空調機電源盤(2)

101号室
第5系統空調機電源盤 給電

停電

工務第2課

別紙1-２ 

200V

200V

WL
TrF

第5系統E
ELCB　3P　50AF/30AT

無停電電源装置
[JLAN UPS1]

1φ　2W　200-100V
容量：21kVA

②MCCB1 (JLAN UPS2)
3P 125AF/100AT

EM-CET38sq

MCCB 2P 50AF/20AT 　⑰

MCCB 2P 50AF/15AF　 ⑮

200V

101号室分電盤(3)

MCCB 3P 100AF/100AT　 主幹　M

EM-CET38sq,E-IV14sq

WL-I　38sq×3
E-14sq

E-IE8sq

(3φ3W200V)EM-CET38sq

200V

200V

200V

幹線
No.

226

負荷名称

CCP分電盤

遮断器定格

MCCP 3P 225AF/200AT

幹線
No.

226

負荷名称

CCP分電盤

遮断器定格

MCCP 3P 225AF/200AT

MCCB 3P 100AF/100AT(25kA) M 主幹 MCCB 3P 100AF/100AT(25kA) M 主幹

 M  主幹　MCCB 3P 100AF/100AT(25kA)

WL
TrF

WL
TrF

 M  主幹　MCCB 3P 100AF/100AT(25kA) M  主幹　MCCB 3P 100AF/100AT(25kA)

仮設分電盤2 仮設分電盤1

101号室  第8系統空調機電源盤(1)(2)

第8系統D 101号室空調機
ELCB　3P　50AF/30AT

 ①　 MCCB 2P 50AF/20AT

 ②　 MCCB 2P 50AF/20AT

200V

 ③　 MCCB 2P 50AF/20AT

 ④　 MCCB 2P 50AF/20AT

 ⑤   MCCB 2P 50AF/20AT

 ⑥   MCCB 2P 50AF/20AT

 ⑦   MCCB 2P 50AF/20AT

 ⑧   MCCB 2P 50AF/20AT

 ⑨   MCCB 2P 50AF/20AT

 ⑩   MCCB 2P 50AF/20AT

 ⑪   MCCB 2P 50AF/20AT

 ⑫   MCCB 2P 50AF/20AT

 ⑬   MCCB 2P 50AF/20AT

 ⑭   MCCB 2P 50AF/20AT

 ⑮   MCCB 2P 50AF/20AT

 ⑯   MCCB 2P 50AF/20AT

EM-IE14sq 
EM-CED38sq 

JLAN UPS1用 
MCCB 2P 

100AF/100AT 

JLAN UPS2用
MCCB 3P 

100AF/100AT

ET

ET

ET

ET ET

ET

EM-IE5 .5sq

EM-IE14sq

EM-IE14sq

CVT38sq,IV5.5sq

EM-CET100sq

EM-IE14sq

切替盤配下新規追加分電盤
(UPS用分電盤)

 ④　 MCCB 2P 50AF/20AT

200V200V

200V 200V

契約業者

情報システムセクション

CVT-38sq-3c　×2CVT-38sq-3c

2CT 38sq-3c

責任分界線

100AT 200AT

EM-IE5 .5sq



別紙1-３ 

番号 盤名称 設置場所

ON OFF R-E N(S)-E T-E R-N(S) N(S)-T R-T 損傷 腐食 発錆 ゆるみ 過熱 回路 その他 ゆるみ 過熱 回路 増し締め その他

判定
良否 備考 (外観状態を含む)

点   検   内   容(　手　触　)

点検日

分電盤点検チェックリスト

平成　　　年　　　月　　　日 天候 点検者

電圧種別
幹線番号

遮断器 電圧種別
番
号

種類 定 格 負荷 名称
ON,OFF状態 絶   縁   抵   抗   (MΩ) 点   検   内   容(　目　視　)



情報システムセンター
建家

情報システムセンター仮設発電設備配置図

情報システムセンター機械棟

正面玄関

第2電気室 第3電気室

第1電気室

低圧単相盤

低圧三相盤

101-103号室

切替盤1

無停電電源装置20kVA
[ JLAN UPS2 ]

切替盤2

別紙2-1 

操作範囲と区画

仮設電源端子盤2

仮設電源端子盤1

仮設発電設備ｼｽﾃﾑ1(80kVA)

仮設発電設備ｼｽﾃﾑ2(37kVA)

無停電電源装置21kVA
[ JLAN UPS1 ]

仮設分電盤2

仮設分電盤1

切替盤0
計算機盤Ⅲ

第8系統空調機電源盤(1)

第8系統空調機電源盤(2)

第5系統空調機電源盤

101室分電盤(2)
101室分電盤(1)

201室分電盤(1)

101室分電盤(3)

切替盤配下
新規追加分電盤
(UPS用分電盤)

出力開閉器盤

工務第２課

契約業者

情報システム
セクション

消火器

発電区画



第1電気室
高圧分岐盤

       可搬型  125A
仮設発電設備システム2

3φ 200V
37kVA

第三電気室東側
の隣接道路

無停電電源装置 
[JLAN UPS2] 

1φ　2W　200-100V
容量：21kVA 

第8系統A 101号室空調機
ELCB　3P　50AF/40AT

第8系統C 101号室空調機
ELCB　3P　50AF/30AT

第5系統A
ELCB　3P　50AF/30AT

第5系統C
ELCB　3P　50AF/30AT

第5系統F
ELCB　3P　50AF/30AT

第5系統B
ELCB　3P　50AF/30AT

第5系統D
ELCB　3P　50AF/30AT

 M  主幹　MCCB 3P 225AF/200AT

 M  主幹　MCCB 3P 225AF/150AT

 ②　 MCCB 2P 50AF/30AT

 ②　 MCCB 2P 50AF/20AT

 ④   MCCB 2P 50AF/20AT

 ⑥   MCCB 2P 50AF/20AT

 ⑧   MCCB 2P 50AF/20AT

 ⑩   MCCB 2P 50AF/20AT

 ⑫   MCCB 2P 50AF/20AT

 ⑭   MCCB 2P 50AF/20AT

MCCB 2P 50AF/30AT 　①

MCCB 2P 50AF/20AF 　①

MCCB 2P 50AF/20AF 　③

MCCB 2P 50AF/20AT 　⑤

MCCB 2P 50AF/20AF 　⑦

MCCB 2P 50AF/20AF 　⑨

MCCB 2P 50AF/20AT 　⑪

MCCB 2P 50AF/20AF 　⑬

MCCB 2P 50AF/20AT×10
　　　　 ①②③⑨のみ給電

 ②　 MCCB 2P 50AF/20AT

 ⑥   MCCB 2P 50AF/20AT

 ⑧   MCCB 2P 50AF/20AT

 ⑩   MCCB 2P 50AF/20AT

 ⑫   MCCB 2P 50AF/20AT

 ⑭   MCCB 2P 50AF/20AT

MCCB 2P 50AF/20AF 　①

MCCB 2P 50AF/20AF 　③

MCCB 2P 50AF/20AT 　⑤

MCCB 2P 50AF/20AF 　⑦

MCCB 2P 50AF/20AF 　⑨

MCCB 2P 50AF/20AT 　⑪

MCCB 2P 50AF/20AF 　⑬

 ⑱　 MCCB 2P 50AF/20AT

 ⑯　 MCCB 2P 50AF/15AT

(

）

(

）

(

）

幹線
No.

負荷名称 遮断器定格
幹線
No.

負荷名称 遮断器定格

A コード特研(L-1,L-2) MCCB 3P 150ATA コード特研(L-1,L-2) MCCB 3P 150AT

B 電気室(L-3) MCCB 3P   50ATB 電気室(L-3) MCCB 3P   50AT

C RIST電源 MCCP 3P 225ATC RIST電源 MCCP 3P 225AT

D 予備 MCCP 3P 100ATD 予備 MCCP 3P 100AT

E 予備 MCCP 3P 100ATE 予備 MCCP 3P 100AT

・・・・・・

L 101室計算機用分電盤2 MCCB 3P 250AF/200ATL 101室計算機用分電盤2 MCCB 3P 250AF/200AT

幹線
No.

負荷名称 遮断機定格

2 101号室第8系統空調機盤 MCCB 3P 400AF/400AT

・・・

10 101号室第5系統空調機盤 MCCB 3P 200AF/200AT

DS
F61-7-02

VCB
F61-7-09

低
圧
単
相
盤

低
圧
三
相
盤
（１
）

Tr3φ
200KVA
6600V/210V

VCB
F61-7-06

VCB
F61-7-10

Tr3φ
750KVA
6600V/210V

Tr1φ
100KVA
6600V/210V-105V

AA

ET

ET

ED

E-IV38sq

(3φ3W200V)CVT250sq

第11系統
ELCB　3P　50AF/40AT

18号室空調機
ELCB　2P　50AF/20AT

CV250sq-3C

EM-IE22sq×3

CV250sq-3C

切替盤2 (101室)

(機械連動)

WL WL

商用(Co) 非常(Eg)

Tr F TrF

MCCB　3P
　100AF/100AT

MCCB　3P
　125AF/100AT

(3φ200V)
EM-IE22sp

ET

3P　100A

G
G

      可搬型    265A
仮設発電設備システム1

1φ 200V/100V
80kVA

第8系統B
ELCB　3P　50AF/40AT

17号室空調機
ELCB　2P　50AF/20AT

101号室分電盤(2)

切替盤1 (第3電気室)

(機械連動)

WL WL

商用(Co) 非常用(Eg)

Tr F TrF

MCCB　3P
　250AF/200AT

第3電気室

MCCB　3P
　250AF/200AT

EM-CED38sp

EM-CET38sq,EM-IE5 .5sq

EM-CET38sq

EM-CET100sq,E-IE14sq

TB 3P 200A

ET

CVT-60sq-3c

仮設電源端子盤2

(

）

DS
F61-7-02

VCB
F61-7-09

Tr1φ
100KVA
6600V/210V

第3電気室
高圧分岐盤

計
算
機
盤
Ⅲ

切替盤0 (第3電気室)

(機械連動)

WL WL

商用(Co) 非常(Eg)

Tr F TrF

MCCB　3P　
225AF/200AT

MCCB　3P
　225AF/200AT

第3電気室

仮設電源端子盤0

3P 200V

201号室分電盤(1)

101号室分電盤(1)

出力開閉器盤
①MCCB2 (予備JLAN UPS1)

3P 125AF/100AT

仮設電源端子盤1

情報システムセンター
仮設電源系統図

101号室
第8系統空調機電源盤(2)

101号室
第5系統空調機電源盤 給電

停電

工務第2課

別紙2-2 

200V

200V

WL
TrF

第5系統E
ELCB　3P　50AF/30AT

無停電電源装置
[JLAN UPS1]

1φ　2W　200-100V
容量：21kVA

②MCCB1 (JLAN UPS2)
3P 125AF/100AT

EM-CET38sq

MCCB 2P 50AF/20AT 　⑰

MCCB 2P 50AF/15AF　 ⑮

200V

101号室分電盤(3)

MCCB 3P 100AF/100AT　 主幹　M

EM-CET38sq,E-IV14sq

WL-I　38sq×3
E-14sq

E-IE8sq

(3φ3W200V)EM-CET38sq

200V

200V

200V

幹線
No.

226

負荷名称

CCP分電盤

遮断器定格

MCCP 3P 225AF/200AT

幹線
No.

226

負荷名称

CCP分電盤

遮断器定格

MCCP 3P 225AF/200AT

MCCB 3P 100AF/100AT(25kA) M 主幹 MCCB 3P 100AF/100AT(25kA) M 主幹

 M  主幹　MCCB 3P 100AF/100AT(25kA)

WL
TrF

WL
TrF

 M  主幹　MCCB 3P 100AF/100AT(25kA) M  主幹　MCCB 3P 100AF/100AT(25kA)

仮設分電盤2 仮設分電盤1

101号室  第8系統空調機電源盤(1)(2)

第8系統D 101号室空調機
ELCB　3P　50AF/30AT

 ①　 MCCB 2P 50AF/20AT

 ②　 MCCB 2P 50AF/20AT

200V

 ③　 MCCB 2P 50AF/20AT

 ④　 MCCB 2P 50AF/20AT

 ⑤   MCCB 2P 50AF/20AT

 ⑥   MCCB 2P 50AF/20AT

 ⑦   MCCB 2P 50AF/20AT

 ⑧   MCCB 2P 50AF/20AT

 ⑨   MCCB 2P 50AF/20AT
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